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集落別死者率から推定した安政飛越地震 (1858)の震央
Epicenter of the Ansei Hietsu Earthquake in 1858 inferred from ratio of dead persons in
each village
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1.はじめに
　歴史史料は古地震の復元の上で極めて重要な資料である．しかし人的被害の状況から震央を推定したり震源過程を

推定したりした研究はいまだ多くない．演者は，集落別の死者率を基に，双子地震とされてきた安政飛越地震 (1858年：
Mj ＝ 7.0～7.1：宇佐美ほか，1979)の震央を推定した．

2.安政飛越地震の特徴
　安政飛越地震は西暦 1858年 4月 9日の深夜に発生した．史料によると，この地震は子の刻と丑の刻に 2度大きな震

動を発生させている (内閣府中央防災会議，2003)．この地震による人的・物的被害は高山郡代 (幕領)により集落毎に記
載されており，飛騨国における被害状況は詳細かつ定量的に検討することができる．それによると，家屋倒壊率は跡津
川断層近傍で 50～100％と極めて高く同断層から離れると急激に小さくなり，御母衣断層近傍で局所的に 20～60％とい
う高い値を示す (宇佐美ほか，2013)．また，跡津川断層におけるトレンチ調査 (佃ほか，1986)や同断層の露頭の詳細な
調査 (道家・竹内，2009)などから跡津川断層が活動したことは確実と考えられる．
　
3.岐阜県史　史料編近世八「安政五午年飛州村々地震一件」(新収日本地震史料第 5巻別巻 4　所収)に記載された人

的被害から推定される震央
　この地震は深夜に生じたため，最初の地震発生時には人々の大多数は家の中に居たと考えられる．したがって，第 1

震の震央近傍では死者率が高い一方で第 1震のために人々が避難していた第 2震の震央近くでは死者率は低いと予想さ
れる．
　上記書に記載された集落別死者率は，跡津川断層中央部 (天生～菅沼間)で 4～54％ (一部で 0％)と高く，跡津川断

層の東部では低い．また御母衣断層沿いではいずれの集落でも死者率は 0％である．
　このことは，跡津川断層中央付近で第 1震が発生し，御母衣断層沿いの住家被害は第 2震 (ないしそれ以降の余震)

によるものであることを示すと考えられる．
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